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第 1 分 科 会 第 2 分 科 会 第 3 分 科 会

スマートシティの拡大

外国人留学生の受け入れ支援

Q

A

Q

A

ＩＣＴを活用したスマートシティ拡大を
見据え、地域産業の振興に向けてど

のように取り組むのか。
スマートシティ実現に向け、まち全体
でエネルギーの最適解を目指す実

証事業など、様々な取り組みを展開して
いる。
　ＩＣＴ技術の活用は、市内企業の生産
性向上など産業振興にもつながり、ＳＤ
Ｇｓの達成にも貢献すると考えている。

外国人留学生が安心して勉学に専
念できる環境への取り組みについて

尋ねる。

平成２６年度に行政や教育機関、経
済団体等からなる「北九州市留学生

支援ネットワーク」を立ち上げ、生活情報
の提供や日本語講座、入学金等の減免
などの留学生支援を実施している。
　「地域全体で留学生を支援するまち」と
して、更なる留学生の受け入れ及び定着
を積極的に進めたい。

芸術文化施設のあり方

旧八幡図書館解体に伴う記念碑

Q

A

Q

A

博物館や美術館において定期に外
部評価を実施することで、よりよい管

理運営につながるのではないか。
教育関係者などで構成する博物館
協議会や美術館協議会を設置し、毎

年施設の運営などについて意見をいただ
いている。また、博物館、美術館ともに来
場者へのアンケートを実施し、館の運営
改善に努めている。
　外部評価や市民の意見を踏まえ、市民
に愛される博物館、美術館を目指したい。

市民や専門家等の意見を踏まえ記念
碑を設置すべき。
記念碑は、レンガを張り付けた土台
と八幡図書館の概要や特徴的なデ

ザイン、設計者である村野藤吾氏を紹介
する説明板で構成しようと考えている。
　土台については、図書館で使用されて
いた模様をイメージしたレンガの配置や
一般的に良く使われている配置を複数案
作成した。
　市民の意見を聞き、その結果を反映さ
せる形で作成したい。

ＣＯ２の排出削減

地域に役立つ公園づくり

Q

A

Q

A

電気自動車やプラグインハイブリッ
ド車等の購入支援策を実施するべき。
平成２３年から４年間、１台あたり１０～
２５万円の電気自動車等の購入補助

を約１６０台に行うとともに、公用車への
約５０台の導入などに取り組んだ。
　引き続き、イベントでの展示・試乗会に
よる市民アピールや車両購入などに対
する国の補助制度のお知らせなどを通
じて電気自動車等の普及に力を入れた
い。

事業開始から１０年経過し、成果をど
のように評価しているのか。
子どもに人気がある新たな遊具や年長
者のための健康づくりコーナーの整備、

イベント等が開催できるように広場を拡張
するなど地域ニーズに応えた公園整備を
行った。
　これまで、３３小学校区、２２０公園を整備
し、地域の方々の利用が増加したことや管
理にも意欲を持っていただくなど事業成果
は高いものと考えており、今後も着実に進
めたい。

可決した意見書

　市議会では、市政や市民生活に関わりの深い事柄について改善を求
める等のため、国や関係機関への意見書の提出や決議を行っています。
　今定例会では４件の意見書を可決しました。
　その件名をご紹介します。
学校施設や通学路におけるブロック塀等の安全性確保を求める意
見書
児童虐待防止対策のさらなる強化を求める意見書
水道施設の戦略的な老朽化対策を求める意見書
キャッシュレス社会の実現を求める意見書

○

○
○
○

9月28日に行われた市長への質疑の中から、いくつかの質疑と答弁の要旨を紹介します。9月28日に行われた市長への質疑の中から、いくつかの質疑と答弁の要旨を紹介します。

視覚障害（1級か2級）のある方に、市議会だよりの点字版、テキスト版CD
（※）、音声版CDなどを無料でお届けします。
※テキスト版CDの視聴は専用ソフトが必要です。

聴覚障害のある方が本会議の傍聴を希望する時は、要約筆記者や手話通訳
者の派遣先を紹介しています。お早めに（おおむね傍聴日の１か月前までに）お
問い合わせください。

お　知　ら　せ

【問い合わせ先】 市議会事務局総務課  ☎ 582-2621 　FAX 561-1021

【問い合わせ先】 市議会事務局政策調査課 ☎582-2632  FAX 582-2685

陳情「北九州市自転車の放置の防止に関する条例の一部
　　 改正について」ほか3件〈不採択〉
このほか、請願8件、陳情75件が継続審査になりました。

請願・陳情の
審議結果

年

。　
　
　
　
　
危
険
な
空
き
家
を
な
く
す

　
　
　
　
　
新
た
な
取
り
組
み
や
補
助

制
度
の
見
直
し
な
ど
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
現
在
の
取
り
組
み
状
況
と

　
　
　
　
　
し
て
、
区
役
所
で
相
談
を

受
け
る
体
制
を
整
え
る
と
と
も
に
、
納

税
通
知
に
適
正
管
理
を
お
願
い
す
る
チ

ラ
シ
を
同
封
し
啓
発
も
行
っ
て
い
る
。
特

に
、
老
朽
空
き
家
の
所
有
者
に
は
、
危

険
箇
所
の
是
正
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、

昨
年
度
は
、
危
険
度
・
緊
急
度
の
高
い

空
き
家
か
ら
優
先
的
に
対
応
す
る
た
め
、

除
却
補
助
の
制
度
の
見
直
し
を
行
っ
た
。

　
今
年
度
か
ら
は
、
空
き
家
の
管
理
や

活
用
を
推
進
す
る
た
め
、「
空
き
家
活

用
推
進
室
」
に
総
合
窓
口
を
設
置
し
、

取
り
組
み
体
制
を
強
化
し
た
。

　
民
間
で
も
、
空
き
家
の
管
理
サ
ー
ビ

ス
を
行
う
企
業
が
現
れ
、
弁
護
士
な
ど

の
専
門
家
で
構
成
さ
れ
た
「
北
九
州
空

き
家
管
理
活
用
協
議
会
」
で
は
、
市
民

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
相
談
会
を
開
催
し
、

今
年
度
は
、
相
談
案
件
を
解
決
す
る
人

材
の
育
成
に
取
り
組
む
。

　
他
都
市
の
先
進
的
な
事
例
研
究
を
は

じ
め
、
民
間
事
業
者
と
も
連
携
を
図
り

な
が
ら
空
き
家
対
策
を
進
め
た
い
。

　
　
　
　
　
香
り
の
害
（
香
害
）
へ
の

　
　
　
　
　
対
応
と
化
学
物
質
に
よ
る

環
境
リ
ス
ク
を
理
解
す
る
観
点
か
ら
化

学
物
質
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
す
べ

き
。

　
　
　
　
　
厚
生
労
働
省
で
は
「
香

　
　
　
　
　
害
」
に
つ
い
て
、
現
段
階

で
は
、
ど
の
よ
う
な
化
学
物
質
が
原
因

と
な
る
の
か
が
把
握
さ
れ
て
お
ら
ず
、

そ
の
病
態
に
つ
い
て
も
非
常
に
多
彩
で
あ

り
、
不
明
な
点
が
多
い
こ
と
か
ら
確
立

し
た
診
断
基
準
が
存
在
し
て
お
ら
ず
、

科
学
的
知
見
等
の
集
積
が
不
十
分
な
状

況
に
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
な
お
、
昨
年
度
、
本
市
に
寄
せ
ら
れ

た
「
香
害
」
に
つ
い
て
の
相
談
は
３
件
で
、

そ
の
内
容
は
全
て
柔
軟
剤
の
香
り
に
対

す
る
苦
情
で
あ
っ
た
。

　
本
市
で
は
、
生
活
環
境
に
関
す
る
総

合
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
、
平
成

１１
年
に
「
住
ま
い
と
健
康
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」
を
作
成
し
、
化
学
物
質
な
ど
様
々

な
有
害
物
質
に
よ
る
室
内
空
気
汚
染
対

策
と
し
て
、
十
分
な
換
気
の
確
保
な
ど

に
つ
い
て
記
載
し
て
い
る
。

　「
香
害
」
に
つ
い
て
は
、
関
係
業
界
の

自
主
的
な
取
り
組
み
や
国
の
動
向
を
見

な
が
ら
、
適
切
に
対
応
し
た
い
。

　
　
　
　
　
地
域
再
犯
防
止
推
進
モ
デ

　
　
　
　
　
ル
事
業
で
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
事
業
を
行
う
の
か
。

　
　
　
　
　
地
域
再
犯
防
止
推
進
モ
デ

　
　
　
　
　
ル
事
業
は
、
地
域
に
お
け

る
効
果
的
な
再
犯
防
止
対
策
の
あ
り
方

を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
平

成
３０
年
度
か
ら
３２
年
度
ま
で
の
法
務
省

の
委
託
事
業
で
あ
る
。

　
受
刑
者
の
う
ち
知
的
障
害
の
あ
る
人

は
、
全
般
的
に
出
所
し
て
か
ら
再
犯
に

至
る
ま
で
の
期
間
が
短
い
と
さ
れ
て
い
る
。

本
市
の
モ
デ
ル
事
業
で
は
、
軽
度
の
知

的
障
害
の
あ
る
人
に
対
し
て
、
拘
留
中

か
ら
、
弁
護
士
と
障
害
者
基
幹
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
面
会
し
、
障
害

特
性
や
必
要
な
支
援
内
容
を
把
握
す
る
。

釈
放
後
は
速
や
か
に
適
切
な
福
祉
サ
ー

ビ
ス
に
つ
な
ぎ
、
支
援
す
る
。

　
モ
デ
ル
事
業
の
着
実
な
実
施
を
通
じ
、

軽
度
の
知
的
障
害
等
の
あ
る
人
の
犯
罪

の
常
習
化
を
防
ぎ
、
出
所
者
の
自
立
支

援
を
行
う
自
立
準
備
ホ
ー
ム
な
ど
と
と

も
に
、効
果
的
な
再
犯
防
止
を
図
り
た
い
。

議

　員

市

　長
空
き
家
対
策

議

　員

市

　長

議

　員

市

　長

「
香
害
」
対
策

　本会議では、各会派から次の24人の議員
が質疑・質問を行いました。

（発言順。掲載記事の順番とは異なります。）
日本共産党
ハートフル北九州
公 明 党
日本共産党
公 明 党
自由民主党
自由民主党
ハートフル北九州
日本共産党
日本共産党
日本共産党
自由民主党
ハートフル北九州
ハートフル北九州
希望と未来
ふくおかネット
公 明 党
日本共産党
日本共産党
自由民主党
ハートフル北九州
公 明 党
公 明 党
自由民主党

藤　沢　加　代
森　　　浩　明
成　重　正　丈
田　中　光　明
渡　辺　　　徹
鷹　木　研一郎
佐　藤　　　茂
白　石　一　裕
山　内　涼　成
高　橋　　　都
柳　井　　　誠
奥　村　祥　子
奥　村　直　樹
大久保　無　我
村　上　さとこ
讃　井　早智子
本　田　忠　弘
出　口　成　信
藤　元　聡　美
上　野　照　弘
中　村　義　雄
金　子　秀　一
村　上　直　樹
吉　田　幸　正
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　こ
の
市
議
会
だ
よ
り
で
は
、本
会
議
で

の
質
疑・質
問
と
答
弁
の
要
約
し
た
も
の

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　詳
細
な
会
議
録
は
、12
月
上
旬
以
降
、市

立
文
書
館
、中
央
図
書
館
、門
司
・
小
倉

南・若
松・八
幡・八
幡
西・戸
畑
図
書
館
、

市
議
会
事
務
局
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　ま
た
、市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

11
月
中
旬
か
ら
会
議
録（
速
報
版
）が
掲
載

さ
れ
ま
す
。な
お
、会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム

で
の
閲
覧
は
、12
月
下
旬
頃
と
な
り
ま
す
。

本会議での質疑・質問と答弁議

　員

市

　長
平
成
２９
年
度
決
算
に
つ
い
て

議

　員

市

　長
東
ア
ジ
ア
文
化
都
市
の
選
定

議

　員

市

　長
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
工
事

1～3面

4面

本会議での質疑・質問と答弁

本会議での質問と答弁

可決した意見書 など

決算特別委員会の市長質疑での
質疑と答弁

主
な
内
容

写真提供 ： 新日鐵住金（株）八幡製鐵所（一般には非公開の施設です）

平成29年度
各会計決算
を認定！！

　9月定例会が9月6日から10月5日までの
30日間の会期で開かれました。
　市長から58件の議案が提出され、審議の
結果、すべての議案について原案のとおり
決定しました。また、議員から提出された議
案は12件で、うち4件を可決しました。

　
　
　
　
　
平
成
２９
年
度
決
算
の
特
色

　
　
　
　
　
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
２９
年
度
は
、
新
し
い
人
の

　
　
　
　
　
流
れ
を
つ
く
り
、
ま
ち
の

魅
力
を
創
出
・
発
信
し
、
本
市
へ
の
定

住
・
移
住
を
促
進
す
る
た
め
、「
住
み

よ
い
ま
ち
・
北
九
州
市
発
信
予
算
」を

キ
ャッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、「
５
つ
の
柱
」を

掲
げ
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
だ
。

　「
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ
く
り
、
女

性
や
若
者
が
定
着
す
る
ま
ち
の
創
出 

」

で
は
奨
学
金
の
返
還
を
支
援
す
る
「
未

来
人
材
支
援
事
業
」
を
創
設
し
た
。

　「
学
校
施
設
等
公
共
施
設
の
老
朽
化

対
策
の
推
進
」
で
は
、
学
校
施
設
の
大

規
模
改
修
や
外
壁
改
修
な
ど
を
最
重
点

で
実
施
し
た
。

　「
本
市
の
強
み
を
活
か
し
、
魅
力
あ

る
し
ご
と
を
創
出
」
で
は
、
介
護
ロ
ボ

ッ
ト
な
ど
の
導
入
実
証
を
行
っ
た
。

　「
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
こ

と
の
で
き
る
ま
ち
の
創
出
」
で
は
、
保

育
所
整
備
な
ど
待
機
児
童
対
策
を
推
進

し
た
。

　「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
の

創
出
」
で
は
、「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」
の
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
を
積

極
的
に
推
進
し
た
。

　
今
後
も
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
を
着
実
に
推
進
し
地
方
創

生
の
成
功
モ
デ
ル
都
市
を
目
指
し
た
い
。

　
　
　
　
　
提
案
概
要
と
今
後
の
展
開

　
　
　
　
　
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
２
０
２
０
年
の
「
東
ア
ジ

　
　
　
　
　
ア
文
化
都
市
」
の
誘
致
に

取
り
組
ん
で
き
た
が
、
８
月
に
本
市
で

の
開
催
が
決
定
し
た
。

　
今
回
の
提
案
の
概
要
で
は
、
テ
ー
マ

を
「
ア
ジ
ア
の
ア
ー
ツ
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
北

九
州
」、
コ
ン
セ
プ
ト
を
「
文
化
創
発
〜

多
様
な
ア
ー
ト
が
新
た
な
価
値
を
生
み

出
す
」
と
し
、
本
市
の
特
長
や
強
み
を

活
か
し
た
内
容
と
し
た
。

　
今
後
は
、
市
民
に
「
東
ア
ジ
ア
文
化

都
市
」
の
取
り
組
み
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

開
催
機
運
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
記
念

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
ま
た
、
芸
術
の
専
門
家
や
地
元
の
各

団
体
な
ど
芸
産
学
官
の
各
界
か
ら
参
画

い
た
だ
き
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
準
備

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
基
本
構
想
の
検

討
を
行
っ
て
い
く
。

　
地
元
の
文
化
・
芸
術
団
体
を
は
じ
め
、

市
民
と
一
丸
と
な
っ
て
「
東
ア
ジ
ア
文

化
都
市
」
の
事
業
開
催
が
本
市
の
レ
ガ

シ
ー
と
な
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
み
た

い
。

　
　
　
　
　
土
砂
災
害
対
策
の
補
助
対

　
　
　
　
　
象
事
業
の
要
件
見
直
し
と

予
算
拡
大
を
県
に
よ
り
強
く
要
求
す
る

べ
き
。

　
　
　
　
　
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
工
事

　
　
　
　
　
は
、
原
則
と
し
て
、
土
地

所
有
者
な
ど
が
適
切
に
行
う
べ
き
だ
が
、

一
定
の
要
件
に
合
致
す
る
も
の
は
、
法

律
に
基
づ
き
、
県
が
整
備
す
る
。
県
は
、

こ
れ
ま
で
本
市
の
８５
箇
所
で
事
業
を
完

成
さ
せ
、
今
年
度
も
１２
箇
所
で
事
業
を

実
施
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
も
、
県
に
対
す
る
提
案
書

の
最
重
点
項
目
と
し
て
、
事
業
の
新
規

採
択
の
拡
大
や
早
期
実
施
を
働
き
か
け
、

国
に
対
す
る
提
案
書
で
、
採
択
要
件
の

緩
和
な
ど
財
政
措
置
の
充
実
を
要
望
し

て
い
る
。
今
年
１０
月
に
行
う
県
へ
の
提

案
で
は
、
新
た
に
国
の
補
助
要
件
に
該

当
し
な
い
小
規
模
な
崩
壊
防
止
工
事
を

県
で
実
施
す
る
こ
と
な
ど
を
追
加
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

　
県
と
市
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
の

も
と
、
活
用
で
き
る
制
度
は
し
っ
か
り

活
用
し
、
土
砂
災
害
対
策
に
取
り
組
み

た
い
。

出
所
者
の
社
会
復
帰
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職
員
の
障
害
者
雇
用
問
題

　
　
　
　
　
に
つ
い
て
原
因
の
徹
底
究

明
、
再
発
防
止
の
取
り
組
み
を
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
障
害
者
雇
用
率
の
算
定
に

　
　
　
　
　
あ
た
り
、
身
体
障
害
者
を

対
象
と
し
た
採
用
選
考
で
障
害
者
手
帳

の
確
認
を
行
う
と
と
も
に
、
採
用
後
に

障
害
を
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
職
員
に
つ

い
て
は
、
自
己
申
告
書
類
な
ど
に
よ
っ
て

対
象
者
の
把
握
を
行
っ
て
き
た
。

　
障
害
者
雇
用
制
度
に
つ
い
て
報
道
さ

れ
る
中
、
対
象
職
員
に
つ
い
て
改
め
て

確
認
し
た
結
果
、
現
在
手
帳
を
所
持
し

て
い
な
い
職
員
や
障
害
等
級
に
変
更
が

あ
っ
た
職
員
、
新
た
に
手
帳
の
所
持
が

確
認
で
き
た
職
員
が
い
る
こ
と
が
判
明

し
、
障
害
者
雇
用
率
に
修
正
が
生
じ
た
。

　
対
象
職
員
の
把
握
方
法
は
、
厚
生
労

働
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま
え
、
職

員
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
負
担
を
考
慮
し

た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
結
果
と
し
て
雇
用

率
の
誤
り
が
発
生
し
た
。
今
後
は
、
国

の
見
直
し
の
動
き
を
注
視
し
な
が
ら
、

毎
年
度
対
象
職
員
に
状
況
を
確
認
す
る

な
ど
、
適
切
な
手
続
き
を
徹
底
し
た
い
。

　
　
　
　
　
Ｂ
Ｒ
Ｔ
を
ど
の
よ
う
な
計

　
　
　
　
　
画
に
基
づ
い
て
導
入
し
よ

う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
本
市
で
は
、
コ
ン
パ
ク
ト

　
　
　
　
　
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
立
地
適
正
化
計
画
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
地
域
公
共
交
通
網
形
成

計
画
を
平
成
２８
年
８
月
に
策
定
し
た
。

計
画
で
は
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
構
築
を
図
る
た
め
、

次
世
代
都
市
交
通
シ
ス
テ
ム
の
検
討
な

ど
３０
の
施
策
を
掲
げ
、Ｂ
Ｒ
Ｔ
の
導
入
に

つ
い
て
も
重
点
的
に
取
り
組
む
。

　
Ｂ
Ｒ
Ｔ
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
小
倉
〜

黒
崎
間
、
小
倉
〜
戸
畑
間
、
小
倉
〜
門

司
港
間
の
３
路
線
を
計
画
し
て
お
り
、

今
年
１
月
に
連
節
バ
ス
の
試
走
を
実
施

し
た
。
試
走
結
果
を
踏
ま
え
、
バ
ス
停

周
辺
の
改
良
な
ど
に
つ
い
て
、
現
在
関

係
機
関
と
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

　
市
民
、交
通
事
業
者
、行
政
が
連
携
し
、

計
画
に
掲
げ
る
施
策
を
強
力
に
推
進
す

る
こ
と
で
、
バ
ス
路
線
な
ど
公
共
交
通

の
維
持
・
充
実
を
推
進
し
た
い
。

　
　
　
　
　
制
度
内
容
を
大
幅
に
改
善

　
　
　
　
　
し
、
予
算
も
増
額
す
べ
き
。

　
　
　
　
　
商
店
街
空
き
店
舗
活
用
事

　
　
　
　
　
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
１２

月
に
実
施
し
た
対
象
エ
リ
ア
の
拡
大
や

出
店
階
数
制
限
の
撤
廃
を
は
じ
め
、
よ

り
活
用
し
や
す
く
な
る
よ
う
要
望
に
応

じ
て
見
直
し
を
行
っ
て
き
た
。
　
　

　
ま
た
、
大
規
模
な
改
装
を
行
う
手
法

と
は
別
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
お
り
、
取
り
組
み
の

中
心
と
な
っ
た
小
倉
魚
町
で
は
、
エ
リ
ア

全
体
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。

　
さ
ら
に
、
今
年
２
月
に
は
、
補
助
金

だ
け
で
は
な
く
、
事
業
の
イ
メ
ー
ジ
は

固
ま
っ
て
い
な
い
が
、
空
き
店
舗
で
何
か

し
た
い
と
い
う
段
階
か
ら
相
談
者
に
寄

り
添
う
「
シ
ャ
ッ
タ
ー
ヒ
ラ
ク
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
開
始
し
、
こ
の
取
り
組
み
で

若
松
の
商
店
街
に
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
が

開
業
し
た
。
　
　
　
　
　

　
商
業
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
事
業
に

し
っ
か
り
と
取
り
組
み
、
商
店
街
エ
リ
ア

の
さ
ら
な
る
魅
力
向
上
に
努
め
た
い
。

　　
　
　
　
　
コ
ン
パ
ス
小
倉
で
は
ど
の

　
　
　
　
　
よ
う
な
支
援
を
行
っ
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
施
設
の
利
用
状
況
や

そ
の
手
応
え
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
本
市
は
、
コ
ン
パ
ス
小
倉

　
　
　
　
　
を
起
業
支
援
の
中
核
施
設

と
位
置
づ
け
、
６
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
た
。
起
業
に
関
す
る
情
報

の
発
信
や
、
様
々
な
交
流
を
通
し
た
新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
等
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、
内
装
を
明
る
く

し
、
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
や
カ
フ
ェ
バ
ー

を
設
置
し
た
。
ま
た
、
開
館
時
間
を
２２

時
ま
で
延
長
し
、
土
曜
日
も
開
館
す
る

よ
う
に
す
る
な
ど
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の

両
面
か
ら
機
能
を
大
幅
に
見
直
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
６
月
か
ら
８
月
末
ま
で
に
、

入
居
企
業
数
が
１７
社
か
ら
４０
社
に
増
加
、

イ
ベ
ン
ト
開
催
数
が
２６
回
、
来
館
者
数

延
べ
約
６
５
０
０
人
と
な
っ
た
。

　
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
集
積
や
交
流
の
活

性
化
を
通
じ
、
さ
ら
な
る
ビ
ジ
ネ
ス
創

出
に
大
き
な
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
避
難
生
活
の
支
援
や
医

　
　
　
　
　
療
・
健
康
相
談
が
行
え
る

妊
産
婦
・
乳
児
に
特
化
し
た
避
難
所
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
妊
産
婦
・
乳
児
に
対
し
て

　
　
　
　
　
は
、
熊
本
地
震
の
教
訓
を

受
け
、
平
成
２９
年
度
か
ら
紙
お
む
つ
や

哺
乳
瓶
、
粉
ミ
ル
ク
な
ど
の
各
区
役
所

へ
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
小
学

校
の
体
育
館
な
ど
で
は
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
を
使
い
授
乳
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ

と
に
し
て
い
る
が
、
妊
産
婦
・
乳
児
の

み
を
受
け
入
れ
る
避
難
所
の
指
定
は
現

在
行
っ
て
い
な
い
。

　
子
育
て
支
援
施
設
は
、
授
乳
室
や
子

ど
も
向
け
遊
具
が
設
置
さ
れ
、
保
育
士

な
ど
が
い
る
施
設
も
あ
る
一
方
で
、
避

難
所
と
し
て
開
設
す
る
に
あ
た
り
、
閉

館
時
の
ス
タ
ッ
フ
配
置
等
、
避
難
所
と

し
て
活
用
す
る
際
の
ル
ー
ル
化
な
ど
の

課
題
も
あ
る
。

　
特
に
避
難
が
長
期
化
す
る
場
合
な
ど
、

妊
産
婦
・
乳
児
へ
の
特
別
な
ケ
ア
も
必

要
で
あ
り
、
子
育
て
支
援
施
設
を
避
難

所
と
し
て
活
用
す
る
可
能
性
に
つ
い
て

検
討
し
た
い
。
ま
た
、
他
都
市
の
事
例

を
参
考
に
、
市
内
の
看
護
・
福
祉
系
の

学
校
な
ど
関
係
機
関
と
の
協
議
も
行
い

た
い
。

　
　
　
　
　
避
難
情
報
等
の
提
供
手
段

　
　
　
　
　
と
し
て
、
高
齢
者
な
ど
に

緊
急
告
知
ラ
ジ
オ
を
導
入
す
べ
き
。

　
　
　
　
　
自
治
体
が
発
信
す
る
避
難

　
　
　
　
　
に
関
す
る
情
報
が
、
住
民

の
避
難
行
動
に
十
分
つ
な
が
っ
て
い
な
い

こ
と
は
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
　
　

　
こ
れ
を
踏
ま
え
、
今
議
会
の
補
正
予

算
に
「
防
災
ア
プ
リ
」
の
開
発
に
係
る

経
費
を
計
上
し
て
い
る
。
こ
の
ア
プ
リ
は
、

避
難
行
動
の
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
に
、

土
砂
災
害
や
洪
水
等
の
「
危
険
度
情

報
」
を
プ
ッ
シ
ュ
型
で
お
知
ら
せ
す
る
こ

と
を
特
徴
と
し
て
い
る
。
こ
の
機
能
を

活
か
し
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
た
な

い
高
齢
者
な
ど
に
代
わ
っ
て
遠
隔
地
に
お

住
ま
い
の
親
族
や
支
援
者
な
ど
が
情
報

を
受
け
取
り
、
直
接
本
人
に
連
絡
す
る

と
いっ
た
見
守
り
機
能
と
し
て
の
効
果
も

期
待
し
て
い
る
。

　
緊
急
告
知
ラ
ジ
オ
を
含
め
他
都
市
で

の
取
り
組
み
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
市

民
に
と
っ
て
丁
寧
で
分
か
り
易
い
情
報
提

供
と
、
ど
う
し
た
ら
適
切
な
避
難
行
動

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
引
き
続

き
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
　
太
陽
光
発
電
建
設
に
よ
る

　
　
　
　
　
紛
争
を
防
止
す
る
た
め
の

規
制
条
例
や
指
導
要
綱
の
策
定
の
必
要

性
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
太
陽
光
発
電
事
業
は
、
経

　
　
　
　
　
済
産
業
省
が
事
業
の
認
定

を
行
っ
て
い
る
が
、
固
定
価
格
買
取
制

度
の
導
入
に
伴
い
、
事
業
者
が
急
激
に

増
加
し
、
地
域
住
民
が
環
境
破
壊
や
災

害
発
生
の
懸
念
を
示
す
事
例
も
発
生
し

て
い
る
。

　
国
は
、
平
成
２９
年
３
月
に
事
業
者
の

遵
守
事
項
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
策
定
し
て
お
り
、
こ
れ
に
違

反
し
た
場
合
に
は
改
善
命
令
な
ど
の
措

置
が
行
わ
れ
る
。ま
た
、経
済
産
業
省
は
、

今
年
７
月
か
ら
事
業
者
に
関
す
る
情
報

の
閲
覧
シ
ス
テ
ム
を
自
治
体
向
け
に
整

備
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
自
治
体
は
、
申

請
段
階
か
ら
事
業
者
の
計
画
を
把
握
し
、

タ
イ
ム
リ
ー
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
遵
守
等

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
徹
底
を
図
り
、
事

業
者
と
地
域
住
民
が
良
好
な
関
係
を
築

け
る
よ
う
し
っ
か
り
と
取
り
組
み
た
い
。

　
　
　
　
　
高
齢
者
の
多
い
自
治
会
で
、

　
　
　
　
　
災
害
時
に
助
け
合
っ
て
避

難
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、
ど
の
よ

う
に
避
難
す
る
べ
き
か
。

　
　
　
　
　
災
害
対
応
で
は
、
高
齢
者

　
　
　
　
　
な
ど
の
配
慮
が
必
要
な
人

が
ど
の
よ
う
に
避
難
す
る
か
は
、
大
変

重
要
な
課
題
で
あ
り
、
そ
の
解
決
に
は
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
防
災
意
識
を
高
め
、

地
域
で
の
助
け
合
い
が
重
要
と
な
る
。

　
そ
の
た
め
、
本
市
で
は
「
避
難
行
動

要
支
援
者
避
難
支
援
事
業
」
と
し
て
、

高
齢
者
や
障
害
者
を
適
切
に
避
難
誘
導

す
る
た
め
、
自
治
会
等
が
中
心
に
な
っ

た
避
難
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
全
戸
配
布
す
る

な
ど
、
自
助
・
共
助
の
大
切
さ
を
伝
え

て
き
た
。

　
住
民
の
高
齢
化
や
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
の
増
加
な
ど
の
課
題
が
あ
る
中
、

災
害
で
犠
牲
者
を
出
さ
な
い
た
め
に
は

早
め
の
避
難
が
重
要
で
あ
る
。
早
め
の

情
報
提
供
に
よ
り
、
余
裕
を
持
っ
た
予

定
避
難
所
へ
の
避
難
な
ど
、
地
域
全
体

で
助
け
合
い
な
が
ら
の
避
難
行
動
が
可

能
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
中
小
企
業
に
対
す
る
働
き

　
　
　
　
　
方
改
革
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
平
成
１９
年
度
か
ら
「
北
九

　
　
　
　
　
州
市
女
性
活
躍
・
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
表
彰
」
を
実
施
し
、

平
成
２０
年
度
に
「
北
九
州
市
女
性
活

躍
・
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
推
進
協

議
会
」
を
設
立
、
平
成
２１
年
度
か
ら

は
「
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
」、
ま
た
、

平
成
２９
年
度
か
ら
、
中
小
製
造
業
者
・

建
設
業
者
に
対
す
る
ト
イ
レ
や
更
衣
室

等
の
設
置
な
ど
女
性
が
働
き
や
す
い
職

場
環
境
の
改
善
に
取
り
組
む
際
の
一
部

助
成
を
実
施
す
る
な
ど
、
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
、
生
産
性
向
上
や

多
様
な
働
き
方
の
普
及
や
啓
発
に
努
め

て
い
る
。

　
こ
れ
に
加
え
、
女
性
や
高
齢
者
、
若

者
な
ど
誰
も
が
望
む
形
で
力
を
発
揮
で

き
る
働
き
や
す
い
ま
ち
を
オ
ー
ル
北
九

州
で
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
、
昨
年
８

月
、「
北
九
州
イ
ク
ボ
ス
同
盟
」
を
設

立
し
た
。
こ
の
同
盟
で
は
、
こ
れ
か
ら

働
き
方
改
革
に
取
り
組
も
う
と
す
る
企

業
な
ど
に
、
各
企
業
の
取
り
組
み
状
況

に
あ
わ
せ
た
研
修
の
案
内
や
先
進
事
例

の
紹
介
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
少
な
く
と
も
各
区
に
１
箇

　
　
　
　
　
所
は
設
置
す
べ
き
。

　
　
　
　
　
ユ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

　
　
　
　
　
次
世
代
を
担
う
若
者
が
学

習
や
体
験
な
ど
を
通
じ
て
、
自
己
を
発

見
し
社
会
性
や
自
立
性
を
身
に
つ
け
る

場
と
し
て
、
平
成
２５
年
４
月
に
コ
ム
シ

テ
ィ
内
に
開
設
し
た
。
利
用
者
は
中
高

生
が
７
割
以
上
を
占
め
て
お
り
、
学
習
、

仲
間
と
の
談
話
や
ダ
ン
ス
な
ど
、
学
校

帰
り
や
休
日
に
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
若

者
の
居
場
所
と
な
っ
て
い
る
。

　
昨
年
度
は
約
７
万
１
千
人
が
利
用
し
、

５
年
間
で
延
べ
約
３２
万
人
の
若
者
が
利

用
し
て
い
る
。
一
方
で
、
気
軽
に
立
ち

寄
れ
る
場
と
し
て
の
役
割
は
果
た
し
て

い
る
も
の
の
、
若
者
が
主
体
と
な
っ
て
行

う
自
主
企
画
事
業
は
昨
年
度
は
５
回
、

延
べ
３９７
人
の
参
加
に
留
ま
り
、
開
設
当

初
か
ら
参
加
者
数
は
伸
び
て
い
な
い
。

　
現
施
設
に
お
い
て
指
定
管
理
者
と
も

連
携
し
、
本
市
の
人
づ
く
り
の
拠
点
施

設
と
し
て
、
引
き
続
き
、
若
者
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
に
地

域
に
展
開
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
研

究
し
た
い
。

　
　
　
　
　
健
康
増
進
法
の
改
正
を
受

　
　
　
　
　
け
、
本
市
の
対
策
と
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
法
律
の
改
正
は
、
公
布
日

　
　
　
　
　
の
７
月
か
ら
１
年
６
ケ
月

以
内
に
学
校
や
病
院
等
に
、
２
０
２
０

年
４
月
か
ら
は
飲
食
店
を
は
じ
め
と
す

る
対
象
施
設
の
全
て
で
受
動
喫
煙
対
策

が
義
務
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
現

在
は
事
前
周
知
期
間
と
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
。
今
後
、
施
設
に
求
め
ら
れ
る

喫
煙
室
の
構
造
等
を
定
め
る
技
術
的
基

準
や
行
政
窓
口
へ
の
届
出
等
の
事
務
手

続
き
に
つ
い
て
、
事
業
者
に
対
す
る
説

明
会
や
相
談
対
応
等
が
実
施
で
き
る
よ

う
準
備
を
進
め
た
い
。

　
本
市
で
は
、
平
成
２８
年
度
か
ら
禁
煙

対
策
や
受
動
喫
煙
防
止
対
策
の
検
討
を

行
っ
て
い
る
。
昨
年
は
、
国
の
動
向
を

踏
ま
え
た
受
動
喫
煙
防
止
の
啓
発
活
動

に
つ
い
て
議
論
を
行
い
、
独
自
の
ポ
ス

タ
ー
等
を
作
成
し
、
保
育
所
、
学
校
、

病
院
等
の
施
設
等
に
配
布
や
掲
示
す
る

な
ど
法
律
の
改
正
を
視
野
に
入
れ
た
啓

発
を
実
施
し
た
。

　
２
０
２
０
年
４
月
の
全
面
施
行
に
向

け
て
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
。

　
　
　
　
　
乳
幼
児
健
診
や
保
育
所
な

　
　
　
　
　
ど
で
の
健
康
診
断
を
行
う

際
、
虐
待
防
止
の
観
点
は
含
ま
れ
て
い

る
か
。

　
　
　
　
　
乳
幼
児
な
ど
の
健
康
診
査

　
　
　
　
　
や
保
健
指
導
を
通
じ
、
子

育
て
に
関
す
る
心
理
的
負
担
感
や
不
安

感
の
軽
減
な
ど
を
図
る
支
援
を
行
っ
て
お

り
、
児
童
虐
待
の
予
防
に
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
。

　
乳
幼
児
健
診
の
際
、
育
児
不
安
や
母

親
の
心
身
の
不
調
が
考
え
ら
れ
る
家
庭

に
は
、
保
健
師
な
ど
が
電
話
連
絡
や
訪

問
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関

の
支
援
に
つ
な
い
で
い
る
。

　
保
育
所
や
幼
稚
園
な
ど
に
通
う
児
童

は
全
て
、
法
定
の
健
康
診
断
を
受
診
し

て
お
り
、
養
育
状
況
な
ど
が
気
に
な
る

場
合
、
保
育
士
な
ど
を
通
じ
て
、
必
要

に
応
じ
て
区
役
所
や
子
ど
も
総
合
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
関
係
機
関
に
つ
な
い
で
い
る
。

　
引
き
続
き
、
乳
幼
児
健
診
な
ど
を
通

じ
て
、母
子
の
健
康
状
態
の
把
握
に
努
め
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
レ
ジ
袋
無
料
配
布
中
止
の

　
　
　
　
　
効
果
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

ま
た
、
更
な
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
削

減
に
向
け
、
今
後
も
リ
サ
イ
ク
ル
の
推

進
な
ど
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
今
年
３
月
に
ス
ー
パ
ー
７

　
　
　
　
　
社
な
ど
と
協
定
を
締
結
し
、

６
月
か
ら
レ
ジ
袋
の
無
料
配
布
中
止
を

市
内
８１
店
舗
で
開
始
し
た
。
取
り
組
み

に
よ
り
レ
ジ
袋
を
辞
退
し
た
顧
客
の
割

合
は
、
６
月
か
ら
７
月
ま
で
の
２
ケ
月

間
で
、
３７
．９
％
か
ら
７３
．３
％
へ
飛
躍

的
に
向
上
し
た
。

　
更
な
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
削
減
の
た

め
、
分
別
収
集
し
て
い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
と
、
家
庭
ご
み
と
し
て
廃

棄
し
て
い
る
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
一
括

回
収
す
る
実
証
試
験
を
行
っ
た
。
こ
の

結
果
、
回
収
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
量

は
約
１
．
５
倍
に
増
加
し
、
一
括
回
収

に
よ
り
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
率

が
向
上
す
る
可
能
性
が
示
さ
れ
た
。

　
今
後
も
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
削

減
を
目
指
し
、
更
な
る
リ
サ
イ
ク
ル
の

推
進
を
図
り
た
い
。

　
　
　
　
　
コ
レ
ッ
ト
撤
退
後
の
ま
ち

　
　
　
　
　
づ
く
り
に
つ
い
て
市
長
の

見
解
を
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
井
筒
屋
か
ら
店
舗
営
業
を

　
　
　
　
　
終
了
す
る
と
の
発
表
が
あ
っ

た
が
、
都
心
・
副
都
心
の
顔
で
あ
る
商

業
施
設
か
ら
の
退
店
は
、
地
域
商
業
に

与
え
る
影
響
が
大
き
く
、
事
態
を
重
く

受
け
止
め
て
い
る
。

　
本
市
で
は
、
発
表
後
直
ち
に
同
社
を

訪
問
し
、
営
業
終
了
に
到
る
経
緯
や
従

業
員
の
処
遇
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
っ
た
。
ま
た
、
商
業
施
設
を
所
有
す

る
北
九
州
都
心
開
発
と
随
時
協
議
を
行

う
と
と
も
に
、
北
九
州
商
工
会
議
所
と

は
今
後
の
連
携
に
つ
い
て
確
認
し
た
。

　
コ
レ
ッ
ト
撤
退
後
の
施
設
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
北
九
州
都
心
開
発
が
会
社
の

理
念
や
経
営
の
観
点
か
ら
、
株
主
や
地

権
者
等
と
協
議
し
、
今
後
の
施
設
運
営

の
方
針
を
検
討
し
て
い
る
。
　
　
　
　

　
市
と
し
て
は
、
今
以
上
に
魅
力
あ
る

も
の
に
な
る
よ
う
期
待
し
て
お
り
、
施

設
所
有
者
と
密
に
連
絡
を
取
り
合
い
な

が
ら
、
要
請
に
応
じ
て
商
工
会
議
所
等

と
連
携
し
て
、
施
設
の
再
生
に
向
け
て

最
大
限
の
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
こ
れ
ま
で
の
Ｉ
Ｔ
企
業
誘

　
　
　
　
　
致
の
状
況
と
成
果
に
つ
い

て
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
Ｉ
Ｔ
企
業
の
人
材
採
用

　
　
　
　
　
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
か
く
対

応
し
、
企
業
が
求
め
る
人
材
を
採
用
で

き
る
支
援
体
制
を
整
え
る
こ
と
で
、
他

都
市
と
の
差
別
化
を
図
り
、Ｉ
Ｔ
企
業
の

誘
致
を
進
め
て
き
た
。
具
体
的
に
は
、

市
内
及
び
近
郊
の
大
学
、
専
門
学
校
、

九
州
・
山
口
の
全
て
の
高
専
に
対
し
て

の
企
業
紹
介
や
就
職
担
当
教
員
向
け
の

本
社
見
学
会
の
開
催
な
ど
で
あ
る
。

　
そ
の
結
果
、
平
成
２６
年
度
に
立
地
し

た
株
式
会
社
メ
ン
バ
ー
ズ
を
皮
切
り
に
、

直
近
で
は
、Ｇ
Ｍ
Ｏ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
株

式
会
社
な
ど
東
京
本
社
の
企
業
の
立
地

が
続
い
て
お
り
、
今
年
８
月
末
現
在
で

３３
社
、
新
規
雇
用
１
６
２
７
人
の
実
績

が
上
が
っ
て
い
る
。

　
今
年
度
は
、
若
い
働
き
手
を
本
市
に

呼
び
込
む
た
め
、
九
州
・
山
口
一
円
の

大
学
や
高
専
な
ど
１０４
校
に
市
職
員
が
訪

問
し
、
市
内
企
業
や
ま
ち
の
魅
力
を
Ｐ

Ｒ
す
る
「
学
生
就
職
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
　
洋
上
風
力
発
電
を
進
め
る

　
　
　
　
　
う
え
で
、
学
研
都
市
と
の

連
携
に
よ
る
研
究
開
発
や
人
材
育
成
も

重
要
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
の
か
。

　
　
　
　
　
風
力
発
電
関
連
産
業
は
裾

　
　
　
　
　
野
が
広
く
、
風
車
の
性
能

や
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
向
上
の
た
め
の
広
範

囲
に
わ
た
る
研
究
開
発
と
、
こ
れ
に
取

り
組
む
人
材
の
育
成
が
求
め
ら
れ
る
。

　
本
市
で
は
、
学
術
研
究
都
市
な
ど
市

内
の
大
学
等
に
お
い
て
、
材
料
、
機
械

な
ど
、
将
来
的
に
は
風
力
発
電
に
も
応

用
が
可
能
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
学
術
研
究
都
市
に
あ
る
北
九

州
産
業
学
術
推
進
機
構
や
北
九
州
市
立

大
学
、
市
内
の
風
力
発
電
関
連
企
業
等

と
連
携
し
、
人
材
育
成
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
８
月
に
開
催

し
た
懇
談
会
で
は
、
人
材
育
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
開
発
に
向
け
、
求
め
ら
れ
る
職

種
や
ス
キ
ル
の
把
握
な
ど
に
つ
い
て
議
論

を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
引
き
続
き
、
風
力
発
電
関
連
産
業
の

総
合
拠
点
化
を
目
指
し
、
研
究
開
発
や

人
材
育
成
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
　
昨
年
度
の
取
り
組
み
状
況

　
　
　
　
　
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て

い
る
の
か
。

　
　
　
　
　「
シ
ニ
ア
活
躍
！
セ
カ
ン
ド

　
　
　
　
　
キ
ャ
リ
ア
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
は
、
国
の
地
方
創
生
推
進
交
付
金

を
活
用
し
、
首
都
圏
企
業
で
知
識
や
経

験
を
持
ち
な
が
ら
、
様
々
な
事
情
に
よ

り
早
期
退
職
を
希
望
す
る
人
と
、「
社

長
の
右
腕
」
と
い
っ
た
中
核
的
な
人
材

を
求
め
る
市
内
企
業
を
マッ
チ
ン
グ
さ
せ

る
事
業
で
あ
る
。

　
平
成
２９
年
度
は
、
首
都
圏
企
業
１１３
社

を
訪
問
し
、
幅
広
い
分
野
の
３１
人
に
登

録
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
市
内
企
業
４０８

社
を
訪
問
し
、
１３５
件
の
求
人
ニ
ー
ズ
を

掘
り
起
こ
し
、
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
人
材

と
市
内
企
業
と
の
面
談
を
３３
回
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
３
人
の
就
職
に
繋
が
っ
た
。

今
年
度
は
８
月
末
ま
で
に
、
新
た
に
５

人
が
就
職
し
た
。

　
多
様
化
す
る
市
内
企
業
の
人
材
ニ
ー

ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
更
な
る
支
援

に
取
り
組
み
た
い
。

　
　
　
　
　
食
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
専

　
　
　
　
　
門
家
チ
ー
ム
「
す
し
コ
ミ
ッ

シ
ョン
」
を
新
設
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
本
市
は
、筑
前
海
、豊
前
海
、

　
　
　
　
　
関
門
海
峡
と
３
つ
の
海
に

囲
ま
れ
た
豊
か
な
漁
場
が
あ
り
、
市
場

関
係
者
か
ら
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
漁
場
で
獲
れ
た
「
関
門

海
峡
た
こ
」や「
豊
前
海
一
粒
か
き
」「
藍

島
の
鰆
」
と
い
っ
た
多
種
多
彩
な
海
の

幸
は
市
民
に
身
近
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
地
域
の
特
性
や
強
み
を
背
景

に
新
た
な
観
光
資
源
と
し
て
、「
寿
司
」

に
着
目
し
、
昨
年
か
ら
集
客
促
進
や
地

域
振
興
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
活
用
す

る
方
策
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
き
た
。

　
寿
司
は
年
齢
に
よ
ら
ず
人
気
の
魅
力

的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ
り
、
知
名
度
の

向
上
に
も
貢
献
す
る
た
め
、
市
民
の
シ

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
に
も
つ
な
が
る
。

　「
す
し
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
は
、

本
市
が
「
寿
司
の
街
北
九
州
」
と
し
て

の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
戦
略
を
考
え
て
い

く
上
で
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る

か
検
討
し
た
い
。

次の定例会は12月開催の予定です。

議

　員

市

　長
障
害
者
雇
用
に
つ
い
て

議

　員

市

　長
空
き
店
舗
活
用
補
助
金
に

つ
い
て

議

　員

市

　長
交
通
政
策
に
つ
い
て

議

　員

市

　長

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
創
出
・

育
成

議

　員

市

　長
緊
急
告
知
ラ
ジ
オ
の
導
入

議

　員

市

　長
災
害
時
の
妊
産
婦
・
乳
児

避
難
所

議

　員

市

　長
太
陽
光
発
電
の
設
置
規
制

議

　員

市

　長
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

議

　員

市

　長
高
齢
者
の
避
難

議

　員

市

　長

ユ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

拡
充

議

　員

市

　長
児
童
虐
待
の
予
防

議

　員

市

　長
受
動
喫
煙
防
止
対
策

議

　員

市

　長
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
削
減

議

　員

市

　長
企
業
誘
致
に
つ
い
て

議

　員

市

　長

コ
レ
ッ
ト
の
撤
退

議

　員

市

　長
洋
上
風
力
発
電
に
つ
い
て

議

　員

市

　長

「
す
し
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」の

新
設

議

　員

市

　長
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

　
連
節
バ
ス
、
公
共
交
通
優
先
信
号
、
バ

ス
レ
ー
ン
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
、
高
次
の

機
能
を
備
え
た
バ
ス
シ
ス
テ
ム
。

＊
Ｂ
Ｒ
Ｔ

＊
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職
員
の
障
害
者
雇
用
問
題

　
　
　
　
　
に
つ
い
て
原
因
の
徹
底
究

明
、
再
発
防
止
の
取
り
組
み
を
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
障
害
者
雇
用
率
の
算
定
に

　
　
　
　
　
あ
た
り
、
身
体
障
害
者
を

対
象
と
し
た
採
用
選
考
で
障
害
者
手
帳

の
確
認
を
行
う
と
と
も
に
、
採
用
後
に

障
害
を
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
職
員
に
つ

い
て
は
、
自
己
申
告
書
類
な
ど
に
よ
っ
て

対
象
者
の
把
握
を
行
っ
て
き
た
。

　
障
害
者
雇
用
制
度
に
つ
い
て
報
道
さ

れ
る
中
、
対
象
職
員
に
つ
い
て
改
め
て

確
認
し
た
結
果
、
現
在
手
帳
を
所
持
し

て
い
な
い
職
員
や
障
害
等
級
に
変
更
が

あ
っ
た
職
員
、
新
た
に
手
帳
の
所
持
が

確
認
で
き
た
職
員
が
い
る
こ
と
が
判
明

し
、
障
害
者
雇
用
率
に
修
正
が
生
じ
た
。

　
対
象
職
員
の
把
握
方
法
は
、
厚
生
労

働
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま
え
、
職

員
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
負
担
を
考
慮
し

た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
結
果
と
し
て
雇
用

率
の
誤
り
が
発
生
し
た
。
今
後
は
、
国

の
見
直
し
の
動
き
を
注
視
し
な
が
ら
、

毎
年
度
対
象
職
員
に
状
況
を
確
認
す
る

な
ど
、
適
切
な
手
続
き
を
徹
底
し
た
い
。

　
　
　
　
　
Ｂ
Ｒ
Ｔ
を
ど
の
よ
う
な
計

　
　
　
　
　
画
に
基
づ
い
て
導
入
し
よ

う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
本
市
で
は
、
コ
ン
パ
ク
ト

　
　
　
　
　
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
立
地
適
正
化
計
画
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
地
域
公
共
交
通
網
形
成

計
画
を
平
成
２８
年
８
月
に
策
定
し
た
。

計
画
で
は
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
構
築
を
図
る
た
め
、

次
世
代
都
市
交
通
シ
ス
テ
ム
の
検
討
な

ど
３０
の
施
策
を
掲
げ
、Ｂ
Ｒ
Ｔ
の
導
入
に

つ
い
て
も
重
点
的
に
取
り
組
む
。

　
Ｂ
Ｒ
Ｔ
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
小
倉
〜

黒
崎
間
、
小
倉
〜
戸
畑
間
、
小
倉
〜
門

司
港
間
の
３
路
線
を
計
画
し
て
お
り
、

今
年
１
月
に
連
節
バ
ス
の
試
走
を
実
施

し
た
。
試
走
結
果
を
踏
ま
え
、
バ
ス
停

周
辺
の
改
良
な
ど
に
つ
い
て
、
現
在
関

係
機
関
と
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

　
市
民
、交
通
事
業
者
、行
政
が
連
携
し
、

計
画
に
掲
げ
る
施
策
を
強
力
に
推
進
す

る
こ
と
で
、
バ
ス
路
線
な
ど
公
共
交
通

の
維
持
・
充
実
を
推
進
し
た
い
。

　
　
　
　
　
制
度
内
容
を
大
幅
に
改
善

　
　
　
　
　
し
、
予
算
も
増
額
す
べ
き
。

　
　
　
　
　
商
店
街
空
き
店
舗
活
用
事

　
　
　
　
　
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
１２

月
に
実
施
し
た
対
象
エ
リ
ア
の
拡
大
や

出
店
階
数
制
限
の
撤
廃
を
は
じ
め
、
よ

り
活
用
し
や
す
く
な
る
よ
う
要
望
に
応

じ
て
見
直
し
を
行
っ
て
き
た
。
　
　

　
ま
た
、
大
規
模
な
改
装
を
行
う
手
法

と
は
別
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
お
り
、
取
り
組
み
の

中
心
と
な
っ
た
小
倉
魚
町
で
は
、
エ
リ
ア

全
体
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。

　
さ
ら
に
、
今
年
２
月
に
は
、
補
助
金

だ
け
で
は
な
く
、
事
業
の
イ
メ
ー
ジ
は

固
ま
っ
て
い
な
い
が
、
空
き
店
舗
で
何
か

し
た
い
と
い
う
段
階
か
ら
相
談
者
に
寄

り
添
う
「
シ
ャ
ッ
タ
ー
ヒ
ラ
ク
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
開
始
し
、
こ
の
取
り
組
み
で

若
松
の
商
店
街
に
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
が

開
業
し
た
。
　
　
　
　
　

　
商
業
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
事
業
に

し
っ
か
り
と
取
り
組
み
、
商
店
街
エ
リ
ア

の
さ
ら
な
る
魅
力
向
上
に
努
め
た
い
。

　　
　
　
　
　
コ
ン
パ
ス
小
倉
で
は
ど
の

　
　
　
　
　
よ
う
な
支
援
を
行
っ
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
施
設
の
利
用
状
況
や

そ
の
手
応
え
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
本
市
は
、
コ
ン
パ
ス
小
倉

　
　
　
　
　
を
起
業
支
援
の
中
核
施
設

と
位
置
づ
け
、
６
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
た
。
起
業
に
関
す
る
情
報

の
発
信
や
、
様
々
な
交
流
を
通
し
た
新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
等
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、
内
装
を
明
る
く

し
、
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
や
カ
フ
ェ
バ
ー

を
設
置
し
た
。
ま
た
、
開
館
時
間
を
２２

時
ま
で
延
長
し
、
土
曜
日
も
開
館
す
る

よ
う
に
す
る
な
ど
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の

両
面
か
ら
機
能
を
大
幅
に
見
直
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
６
月
か
ら
８
月
末
ま
で
に
、

入
居
企
業
数
が
１７
社
か
ら
４０
社
に
増
加
、

イ
ベ
ン
ト
開
催
数
が
２６
回
、
来
館
者
数

延
べ
約
６
５
０
０
人
と
な
っ
た
。

　
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
集
積
や
交
流
の
活

性
化
を
通
じ
、
さ
ら
な
る
ビ
ジ
ネ
ス
創

出
に
大
き
な
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
避
難
生
活
の
支
援
や
医

　
　
　
　
　
療
・
健
康
相
談
が
行
え
る

妊
産
婦
・
乳
児
に
特
化
し
た
避
難
所
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
妊
産
婦
・
乳
児
に
対
し
て

　
　
　
　
　
は
、
熊
本
地
震
の
教
訓
を

受
け
、
平
成
２９
年
度
か
ら
紙
お
む
つ
や

哺
乳
瓶
、
粉
ミ
ル
ク
な
ど
の
各
区
役
所

へ
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
小
学

校
の
体
育
館
な
ど
で
は
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
を
使
い
授
乳
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ

と
に
し
て
い
る
が
、
妊
産
婦
・
乳
児
の

み
を
受
け
入
れ
る
避
難
所
の
指
定
は
現

在
行
っ
て
い
な
い
。

　
子
育
て
支
援
施
設
は
、
授
乳
室
や
子

ど
も
向
け
遊
具
が
設
置
さ
れ
、
保
育
士

な
ど
が
い
る
施
設
も
あ
る
一
方
で
、
避

難
所
と
し
て
開
設
す
る
に
あ
た
り
、
閉

館
時
の
ス
タ
ッ
フ
配
置
等
、
避
難
所
と

し
て
活
用
す
る
際
の
ル
ー
ル
化
な
ど
の

課
題
も
あ
る
。

　
特
に
避
難
が
長
期
化
す
る
場
合
な
ど
、

妊
産
婦
・
乳
児
へ
の
特
別
な
ケ
ア
も
必

要
で
あ
り
、
子
育
て
支
援
施
設
を
避
難

所
と
し
て
活
用
す
る
可
能
性
に
つ
い
て

検
討
し
た
い
。
ま
た
、
他
都
市
の
事
例

を
参
考
に
、
市
内
の
看
護
・
福
祉
系
の

学
校
な
ど
関
係
機
関
と
の
協
議
も
行
い

た
い
。

　
　
　
　
　
避
難
情
報
等
の
提
供
手
段

　
　
　
　
　
と
し
て
、
高
齢
者
な
ど
に

緊
急
告
知
ラ
ジ
オ
を
導
入
す
べ
き
。

　
　
　
　
　
自
治
体
が
発
信
す
る
避
難

　
　
　
　
　
に
関
す
る
情
報
が
、
住
民

の
避
難
行
動
に
十
分
つ
な
が
っ
て
い
な
い

こ
と
は
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
　
　

　
こ
れ
を
踏
ま
え
、
今
議
会
の
補
正
予

算
に
「
防
災
ア
プ
リ
」
の
開
発
に
係
る

経
費
を
計
上
し
て
い
る
。
こ
の
ア
プ
リ
は
、

避
難
行
動
の
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
に
、

土
砂
災
害
や
洪
水
等
の
「
危
険
度
情

報
」
を
プ
ッ
シ
ュ
型
で
お
知
ら
せ
す
る
こ

と
を
特
徴
と
し
て
い
る
。
こ
の
機
能
を

活
か
し
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
た
な

い
高
齢
者
な
ど
に
代
わ
っ
て
遠
隔
地
に
お

住
ま
い
の
親
族
や
支
援
者
な
ど
が
情
報

を
受
け
取
り
、
直
接
本
人
に
連
絡
す
る

と
いっ
た
見
守
り
機
能
と
し
て
の
効
果
も

期
待
し
て
い
る
。

　
緊
急
告
知
ラ
ジ
オ
を
含
め
他
都
市
で

の
取
り
組
み
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
市

民
に
と
っ
て
丁
寧
で
分
か
り
易
い
情
報
提

供
と
、
ど
う
し
た
ら
適
切
な
避
難
行
動

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
引
き
続

き
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
　
太
陽
光
発
電
建
設
に
よ
る

　
　
　
　
　
紛
争
を
防
止
す
る
た
め
の

規
制
条
例
や
指
導
要
綱
の
策
定
の
必
要

性
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
太
陽
光
発
電
事
業
は
、
経

　
　
　
　
　
済
産
業
省
が
事
業
の
認
定

を
行
っ
て
い
る
が
、
固
定
価
格
買
取
制

度
の
導
入
に
伴
い
、
事
業
者
が
急
激
に

増
加
し
、
地
域
住
民
が
環
境
破
壊
や
災

害
発
生
の
懸
念
を
示
す
事
例
も
発
生
し

て
い
る
。

　
国
は
、
平
成
２９
年
３
月
に
事
業
者
の

遵
守
事
項
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
策
定
し
て
お
り
、
こ
れ
に
違

反
し
た
場
合
に
は
改
善
命
令
な
ど
の
措

置
が
行
わ
れ
る
。ま
た
、経
済
産
業
省
は
、

今
年
７
月
か
ら
事
業
者
に
関
す
る
情
報

の
閲
覧
シ
ス
テ
ム
を
自
治
体
向
け
に
整

備
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
自
治
体
は
、
申

請
段
階
か
ら
事
業
者
の
計
画
を
把
握
し
、

タ
イ
ム
リ
ー
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
遵
守
等

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
徹
底
を
図
り
、
事

業
者
と
地
域
住
民
が
良
好
な
関
係
を
築

け
る
よ
う
し
っ
か
り
と
取
り
組
み
た
い
。

　
　
　
　
　
高
齢
者
の
多
い
自
治
会
で
、

　
　
　
　
　
災
害
時
に
助
け
合
っ
て
避

難
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、
ど
の
よ

う
に
避
難
す
る
べ
き
か
。

　
　
　
　
　
災
害
対
応
で
は
、
高
齢
者

　
　
　
　
　
な
ど
の
配
慮
が
必
要
な
人

が
ど
の
よ
う
に
避
難
す
る
か
は
、
大
変

重
要
な
課
題
で
あ
り
、
そ
の
解
決
に
は
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
防
災
意
識
を
高
め
、

地
域
で
の
助
け
合
い
が
重
要
と
な
る
。

　
そ
の
た
め
、
本
市
で
は
「
避
難
行
動

要
支
援
者
避
難
支
援
事
業
」
と
し
て
、

高
齢
者
や
障
害
者
を
適
切
に
避
難
誘
導

す
る
た
め
、
自
治
会
等
が
中
心
に
な
っ

た
避
難
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
全
戸
配
布
す
る

な
ど
、
自
助
・
共
助
の
大
切
さ
を
伝
え

て
き
た
。

　
住
民
の
高
齢
化
や
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
の
増
加
な
ど
の
課
題
が
あ
る
中
、

災
害
で
犠
牲
者
を
出
さ
な
い
た
め
に
は

早
め
の
避
難
が
重
要
で
あ
る
。
早
め
の

情
報
提
供
に
よ
り
、
余
裕
を
持
っ
た
予

定
避
難
所
へ
の
避
難
な
ど
、
地
域
全
体

で
助
け
合
い
な
が
ら
の
避
難
行
動
が
可

能
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
中
小
企
業
に
対
す
る
働
き

　
　
　
　
　
方
改
革
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
平
成
１９
年
度
か
ら
「
北
九

　
　
　
　
　
州
市
女
性
活
躍
・
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
表
彰
」
を
実
施
し
、

平
成
２０
年
度
に
「
北
九
州
市
女
性
活

躍
・
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
推
進
協

議
会
」
を
設
立
、
平
成
２１
年
度
か
ら

は
「
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
」、
ま
た
、

平
成
２９
年
度
か
ら
、
中
小
製
造
業
者
・

建
設
業
者
に
対
す
る
ト
イ
レ
や
更
衣
室

等
の
設
置
な
ど
女
性
が
働
き
や
す
い
職

場
環
境
の
改
善
に
取
り
組
む
際
の
一
部

助
成
を
実
施
す
る
な
ど
、
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
、
生
産
性
向
上
や

多
様
な
働
き
方
の
普
及
や
啓
発
に
努
め

て
い
る
。

　
こ
れ
に
加
え
、
女
性
や
高
齢
者
、
若

者
な
ど
誰
も
が
望
む
形
で
力
を
発
揮
で

き
る
働
き
や
す
い
ま
ち
を
オ
ー
ル
北
九

州
で
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
、
昨
年
８

月
、「
北
九
州
イ
ク
ボ
ス
同
盟
」
を
設

立
し
た
。
こ
の
同
盟
で
は
、
こ
れ
か
ら

働
き
方
改
革
に
取
り
組
も
う
と
す
る
企

業
な
ど
に
、
各
企
業
の
取
り
組
み
状
況

に
あ
わ
せ
た
研
修
の
案
内
や
先
進
事
例

の
紹
介
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
少
な
く
と
も
各
区
に
１
箇

　
　
　
　
　
所
は
設
置
す
べ
き
。

　
　
　
　
　
ユ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

　
　
　
　
　
次
世
代
を
担
う
若
者
が
学

習
や
体
験
な
ど
を
通
じ
て
、
自
己
を
発

見
し
社
会
性
や
自
立
性
を
身
に
つ
け
る

場
と
し
て
、
平
成
２５
年
４
月
に
コ
ム
シ

テ
ィ
内
に
開
設
し
た
。
利
用
者
は
中
高

生
が
７
割
以
上
を
占
め
て
お
り
、
学
習
、

仲
間
と
の
談
話
や
ダ
ン
ス
な
ど
、
学
校

帰
り
や
休
日
に
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
若

者
の
居
場
所
と
な
っ
て
い
る
。

　
昨
年
度
は
約
７
万
１
千
人
が
利
用
し
、

５
年
間
で
延
べ
約
３２
万
人
の
若
者
が
利

用
し
て
い
る
。
一
方
で
、
気
軽
に
立
ち

寄
れ
る
場
と
し
て
の
役
割
は
果
た
し
て

い
る
も
の
の
、
若
者
が
主
体
と
な
っ
て
行

う
自
主
企
画
事
業
は
昨
年
度
は
５
回
、

延
べ
３９７
人
の
参
加
に
留
ま
り
、
開
設
当

初
か
ら
参
加
者
数
は
伸
び
て
い
な
い
。

　
現
施
設
に
お
い
て
指
定
管
理
者
と
も

連
携
し
、
本
市
の
人
づ
く
り
の
拠
点
施

設
と
し
て
、
引
き
続
き
、
若
者
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
に
地

域
に
展
開
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
研

究
し
た
い
。

　
　
　
　
　
健
康
増
進
法
の
改
正
を
受

　
　
　
　
　
け
、
本
市
の
対
策
と
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
法
律
の
改
正
は
、
公
布
日

　
　
　
　
　
の
７
月
か
ら
１
年
６
ケ
月

以
内
に
学
校
や
病
院
等
に
、
２
０
２
０

年
４
月
か
ら
は
飲
食
店
を
は
じ
め
と
す

る
対
象
施
設
の
全
て
で
受
動
喫
煙
対
策

が
義
務
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
現

在
は
事
前
周
知
期
間
と
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
。
今
後
、
施
設
に
求
め
ら
れ
る

喫
煙
室
の
構
造
等
を
定
め
る
技
術
的
基

準
や
行
政
窓
口
へ
の
届
出
等
の
事
務
手

続
き
に
つ
い
て
、
事
業
者
に
対
す
る
説

明
会
や
相
談
対
応
等
が
実
施
で
き
る
よ

う
準
備
を
進
め
た
い
。

　
本
市
で
は
、
平
成
２８
年
度
か
ら
禁
煙

対
策
や
受
動
喫
煙
防
止
対
策
の
検
討
を

行
っ
て
い
る
。
昨
年
は
、
国
の
動
向
を

踏
ま
え
た
受
動
喫
煙
防
止
の
啓
発
活
動

に
つ
い
て
議
論
を
行
い
、
独
自
の
ポ
ス

タ
ー
等
を
作
成
し
、
保
育
所
、
学
校
、

病
院
等
の
施
設
等
に
配
布
や
掲
示
す
る

な
ど
法
律
の
改
正
を
視
野
に
入
れ
た
啓

発
を
実
施
し
た
。

　
２
０
２
０
年
４
月
の
全
面
施
行
に
向

け
て
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
。

　
　
　
　
　
乳
幼
児
健
診
や
保
育
所
な

　
　
　
　
　
ど
で
の
健
康
診
断
を
行
う

際
、
虐
待
防
止
の
観
点
は
含
ま
れ
て
い

る
か
。

　
　
　
　
　
乳
幼
児
な
ど
の
健
康
診
査

　
　
　
　
　
や
保
健
指
導
を
通
じ
、
子

育
て
に
関
す
る
心
理
的
負
担
感
や
不
安

感
の
軽
減
な
ど
を
図
る
支
援
を
行
っ
て
お

り
、
児
童
虐
待
の
予
防
に
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
。

　
乳
幼
児
健
診
の
際
、
育
児
不
安
や
母

親
の
心
身
の
不
調
が
考
え
ら
れ
る
家
庭

に
は
、
保
健
師
な
ど
が
電
話
連
絡
や
訪

問
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関

の
支
援
に
つ
な
い
で
い
る
。

　
保
育
所
や
幼
稚
園
な
ど
に
通
う
児
童

は
全
て
、
法
定
の
健
康
診
断
を
受
診
し

て
お
り
、
養
育
状
況
な
ど
が
気
に
な
る

場
合
、
保
育
士
な
ど
を
通
じ
て
、
必
要

に
応
じ
て
区
役
所
や
子
ど
も
総
合
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
関
係
機
関
に
つ
な
い
で
い
る
。

　
引
き
続
き
、
乳
幼
児
健
診
な
ど
を
通

じ
て
、母
子
の
健
康
状
態
の
把
握
に
努
め
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
レ
ジ
袋
無
料
配
布
中
止
の

　
　
　
　
　
効
果
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

ま
た
、
更
な
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
削

減
に
向
け
、
今
後
も
リ
サ
イ
ク
ル
の
推

進
な
ど
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
今
年
３
月
に
ス
ー
パ
ー
７

　
　
　
　
　
社
な
ど
と
協
定
を
締
結
し
、

６
月
か
ら
レ
ジ
袋
の
無
料
配
布
中
止
を

市
内
８１
店
舗
で
開
始
し
た
。
取
り
組
み

に
よ
り
レ
ジ
袋
を
辞
退
し
た
顧
客
の
割

合
は
、
６
月
か
ら
７
月
ま
で
の
２
ケ
月

間
で
、
３７
．９
％
か
ら
７３
．３
％
へ
飛
躍

的
に
向
上
し
た
。

　
更
な
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
削
減
の
た

め
、
分
別
収
集
し
て
い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
と
、
家
庭
ご
み
と
し
て
廃

棄
し
て
い
る
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
一
括

回
収
す
る
実
証
試
験
を
行
っ
た
。
こ
の

結
果
、
回
収
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
量

は
約
１
．
５
倍
に
増
加
し
、
一
括
回
収

に
よ
り
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
率

が
向
上
す
る
可
能
性
が
示
さ
れ
た
。

　
今
後
も
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
削

減
を
目
指
し
、
更
な
る
リ
サ
イ
ク
ル
の

推
進
を
図
り
た
い
。

　
　
　
　
　
コ
レ
ッ
ト
撤
退
後
の
ま
ち

　
　
　
　
　
づ
く
り
に
つ
い
て
市
長
の

見
解
を
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
井
筒
屋
か
ら
店
舗
営
業
を

　
　
　
　
　
終
了
す
る
と
の
発
表
が
あ
っ

た
が
、
都
心
・
副
都
心
の
顔
で
あ
る
商

業
施
設
か
ら
の
退
店
は
、
地
域
商
業
に

与
え
る
影
響
が
大
き
く
、
事
態
を
重
く

受
け
止
め
て
い
る
。

　
本
市
で
は
、
発
表
後
直
ち
に
同
社
を

訪
問
し
、
営
業
終
了
に
到
る
経
緯
や
従

業
員
の
処
遇
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
っ
た
。
ま
た
、
商
業
施
設
を
所
有
す

る
北
九
州
都
心
開
発
と
随
時
協
議
を
行

う
と
と
も
に
、
北
九
州
商
工
会
議
所
と

は
今
後
の
連
携
に
つ
い
て
確
認
し
た
。

　
コ
レ
ッ
ト
撤
退
後
の
施
設
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
北
九
州
都
心
開
発
が
会
社
の

理
念
や
経
営
の
観
点
か
ら
、
株
主
や
地

権
者
等
と
協
議
し
、
今
後
の
施
設
運
営

の
方
針
を
検
討
し
て
い
る
。
　
　
　
　

　
市
と
し
て
は
、
今
以
上
に
魅
力
あ
る

も
の
に
な
る
よ
う
期
待
し
て
お
り
、
施

設
所
有
者
と
密
に
連
絡
を
取
り
合
い
な

が
ら
、
要
請
に
応
じ
て
商
工
会
議
所
等

と
連
携
し
て
、
施
設
の
再
生
に
向
け
て

最
大
限
の
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
こ
れ
ま
で
の
Ｉ
Ｔ
企
業
誘

　
　
　
　
　
致
の
状
況
と
成
果
に
つ
い

て
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
Ｉ
Ｔ
企
業
の
人
材
採
用

　
　
　
　
　
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
か
く
対

応
し
、
企
業
が
求
め
る
人
材
を
採
用
で

き
る
支
援
体
制
を
整
え
る
こ
と
で
、
他

都
市
と
の
差
別
化
を
図
り
、Ｉ
Ｔ
企
業
の

誘
致
を
進
め
て
き
た
。
具
体
的
に
は
、

市
内
及
び
近
郊
の
大
学
、
専
門
学
校
、

九
州
・
山
口
の
全
て
の
高
専
に
対
し
て

の
企
業
紹
介
や
就
職
担
当
教
員
向
け
の

本
社
見
学
会
の
開
催
な
ど
で
あ
る
。

　
そ
の
結
果
、
平
成
２６
年
度
に
立
地
し

た
株
式
会
社
メ
ン
バ
ー
ズ
を
皮
切
り
に
、

直
近
で
は
、Ｇ
Ｍ
Ｏ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
株

式
会
社
な
ど
東
京
本
社
の
企
業
の
立
地

が
続
い
て
お
り
、
今
年
８
月
末
現
在
で

３３
社
、
新
規
雇
用
１
６
２
７
人
の
実
績

が
上
が
っ
て
い
る
。

　
今
年
度
は
、
若
い
働
き
手
を
本
市
に

呼
び
込
む
た
め
、
九
州
・
山
口
一
円
の

大
学
や
高
専
な
ど
１０４
校
に
市
職
員
が
訪

問
し
、
市
内
企
業
や
ま
ち
の
魅
力
を
Ｐ

Ｒ
す
る
「
学
生
就
職
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
　
洋
上
風
力
発
電
を
進
め
る

　
　
　
　
　
う
え
で
、
学
研
都
市
と
の

連
携
に
よ
る
研
究
開
発
や
人
材
育
成
も

重
要
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
の
か
。

　
　
　
　
　
風
力
発
電
関
連
産
業
は
裾

　
　
　
　
　
野
が
広
く
、
風
車
の
性
能

や
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
向
上
の
た
め
の
広
範

囲
に
わ
た
る
研
究
開
発
と
、
こ
れ
に
取

り
組
む
人
材
の
育
成
が
求
め
ら
れ
る
。

　
本
市
で
は
、
学
術
研
究
都
市
な
ど
市

内
の
大
学
等
に
お
い
て
、
材
料
、
機
械

な
ど
、
将
来
的
に
は
風
力
発
電
に
も
応

用
が
可
能
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
学
術
研
究
都
市
に
あ
る
北
九

州
産
業
学
術
推
進
機
構
や
北
九
州
市
立

大
学
、
市
内
の
風
力
発
電
関
連
企
業
等

と
連
携
し
、
人
材
育
成
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
８
月
に
開
催

し
た
懇
談
会
で
は
、
人
材
育
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
開
発
に
向
け
、
求
め
ら
れ
る
職

種
や
ス
キ
ル
の
把
握
な
ど
に
つ
い
て
議
論

を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
引
き
続
き
、
風
力
発
電
関
連
産
業
の

総
合
拠
点
化
を
目
指
し
、
研
究
開
発
や

人
材
育
成
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
　
昨
年
度
の
取
り
組
み
状
況

　
　
　
　
　
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て

い
る
の
か
。

　
　
　
　
　「
シ
ニ
ア
活
躍
！
セ
カ
ン
ド

　
　
　
　
　
キ
ャ
リ
ア
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
は
、
国
の
地
方
創
生
推
進
交
付
金

を
活
用
し
、
首
都
圏
企
業
で
知
識
や
経

験
を
持
ち
な
が
ら
、
様
々
な
事
情
に
よ

り
早
期
退
職
を
希
望
す
る
人
と
、「
社

長
の
右
腕
」
と
い
っ
た
中
核
的
な
人
材

を
求
め
る
市
内
企
業
を
マッ
チ
ン
グ
さ
せ

る
事
業
で
あ
る
。

　
平
成
２９
年
度
は
、
首
都
圏
企
業
１１３
社

を
訪
問
し
、
幅
広
い
分
野
の
３１
人
に
登

録
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
市
内
企
業
４０８

社
を
訪
問
し
、
１３５
件
の
求
人
ニ
ー
ズ
を

掘
り
起
こ
し
、
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
人
材

と
市
内
企
業
と
の
面
談
を
３３
回
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
３
人
の
就
職
に
繋
が
っ
た
。

今
年
度
は
８
月
末
ま
で
に
、
新
た
に
５

人
が
就
職
し
た
。

　
多
様
化
す
る
市
内
企
業
の
人
材
ニ
ー

ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
更
な
る
支
援

に
取
り
組
み
た
い
。

　
　
　
　
　
食
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
専

　
　
　
　
　
門
家
チ
ー
ム
「
す
し
コ
ミ
ッ

シ
ョン
」
を
新
設
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
本
市
は
、筑
前
海
、豊
前
海
、

　
　
　
　
　
関
門
海
峡
と
３
つ
の
海
に

囲
ま
れ
た
豊
か
な
漁
場
が
あ
り
、
市
場

関
係
者
か
ら
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
漁
場
で
獲
れ
た
「
関
門

海
峡
た
こ
」や「
豊
前
海
一
粒
か
き
」「
藍

島
の
鰆
」
と
い
っ
た
多
種
多
彩
な
海
の

幸
は
市
民
に
身
近
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
地
域
の
特
性
や
強
み
を
背
景

に
新
た
な
観
光
資
源
と
し
て
、「
寿
司
」

に
着
目
し
、
昨
年
か
ら
集
客
促
進
や
地

域
振
興
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
活
用
す

る
方
策
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
き
た
。

　
寿
司
は
年
齢
に
よ
ら
ず
人
気
の
魅
力

的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ
り
、
知
名
度
の

向
上
に
も
貢
献
す
る
た
め
、
市
民
の
シ

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
に
も
つ
な
が
る
。

　「
す
し
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
は
、

本
市
が
「
寿
司
の
街
北
九
州
」
と
し
て

の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
戦
略
を
考
え
て
い

く
上
で
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る

か
検
討
し
た
い
。

次の定例会は12月開催の予定です。

議

　員

市

　長
障
害
者
雇
用
に
つ
い
て

議

　員

市

　長
空
き
店
舗
活
用
補
助
金
に

つ
い
て

議

　員

市

　長
交
通
政
策
に
つ
い
て

議

　員

市

　長

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
創
出
・

育
成

議

　員

市

　長
緊
急
告
知
ラ
ジ
オ
の
導
入

議

　員

市

　長
災
害
時
の
妊
産
婦
・
乳
児

避
難
所

議

　員

市

　長
太
陽
光
発
電
の
設
置
規
制

議

　員

市

　長
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

議

　員

市

　長
高
齢
者
の
避
難

議

　員

市

　長

ユ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

拡
充

議

　員

市

　長
児
童
虐
待
の
予
防

議

　員

市

　長
受
動
喫
煙
防
止
対
策

議

　員

市

　長
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
削
減

議

　員

市

　長
企
業
誘
致
に
つ
い
て

議

　員

市

　長

コ
レ
ッ
ト
の
撤
退

議

　員

市

　長
洋
上
風
力
発
電
に
つ
い
て

議

　員

市

　長

「
す
し
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」の

新
設

議

　員

市

　長
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

　
連
節
バ
ス
、
公
共
交
通
優
先
信
号
、
バ

ス
レ
ー
ン
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
、
高
次
の

機
能
を
備
え
た
バ
ス
シ
ス
テ
ム
。

＊
Ｂ
Ｒ
Ｔ

＊



次の定例会は12月開催の予定です。市議会だよりは、電子書籍版「Fukuoka ebooks」（フクオカイーブックス）、「ちいき本棚」、「eBPark九州・山口」、「マチイロ」でご覧いただけます。
41

NO.223
平成30年11月1日号
2018

（年4回発行）
編集・発行
北九州市議会事務局政策調査課
☎582-2632 FAX582-2685

◇市議会のホームページで市議会だよりや本会議の会議録、インターネット中継などがご覧いただけます。
　アドレスはhttp://www.city.kitakyushu.lg.jp/sigikai/です。

□１８２２００１F

決算特別委員会決算特別委員会決算特別委員会 市長質疑の様子は、市議会ホームページでご覧いただけます。市長質疑の様子は、市議会ホームページでご覧いただけます。市長質疑の様子は、市議会ホームページでご覧いただけます。

第 1 分 科 会 第 2 分 科 会 第 3 分 科 会

スマートシティの拡大

外国人留学生の受け入れ支援

Q

A

Q

A

ＩＣＴを活用したスマートシティ拡大を
見据え、地域産業の振興に向けてど

のように取り組むのか。
スマートシティ実現に向け、まち全体
でエネルギーの最適解を目指す実

証事業など、様々な取り組みを展開して
いる。
　ＩＣＴ技術の活用は、市内企業の生産
性向上など産業振興にもつながり、ＳＤ
Ｇｓの達成にも貢献すると考えている。

外国人留学生が安心して勉学に専
念できる環境への取り組みについて

尋ねる。

平成２６年度に行政や教育機関、経
済団体等からなる「北九州市留学生

支援ネットワーク」を立ち上げ、生活情報
の提供や日本語講座、入学金等の減免
などの留学生支援を実施している。
　「地域全体で留学生を支援するまち」と
して、更なる留学生の受け入れ及び定着
を積極的に進めたい。

芸術文化施設のあり方

旧八幡図書館解体に伴う記念碑

Q

A

Q

A

博物館や美術館において定期に外
部評価を実施することで、よりよい管

理運営につながるのではないか。
教育関係者などで構成する博物館
協議会や美術館協議会を設置し、毎

年施設の運営などについて意見をいただ
いている。また、博物館、美術館ともに来
場者へのアンケートを実施し、館の運営
改善に努めている。
　外部評価や市民の意見を踏まえ、市民
に愛される博物館、美術館を目指したい。

市民や専門家等の意見を踏まえ記念
碑を設置すべき。
記念碑は、レンガを張り付けた土台
と八幡図書館の概要や特徴的なデ

ザイン、設計者である村野藤吾氏を紹介
する説明板で構成しようと考えている。
　土台については、図書館で使用されて
いた模様をイメージしたレンガの配置や
一般的に良く使われている配置を複数案
作成した。
　市民の意見を聞き、その結果を反映さ
せる形で作成したい。

ＣＯ２の排出削減

地域に役立つ公園づくり

Q

A

Q

A

電気自動車やプラグインハイブリッ
ド車等の購入支援策を実施するべき。
平成２３年から４年間、１台あたり１０～
２５万円の電気自動車等の購入補助

を約１６０台に行うとともに、公用車への
約５０台の導入などに取り組んだ。
　引き続き、イベントでの展示・試乗会に
よる市民アピールや車両購入などに対
する国の補助制度のお知らせなどを通
じて電気自動車等の普及に力を入れた
い。

事業開始から１０年経過し、成果をど
のように評価しているのか。
子どもに人気がある新たな遊具や年長
者のための健康づくりコーナーの整備、

イベント等が開催できるように広場を拡張
するなど地域ニーズに応えた公園整備を
行った。
　これまで、３３小学校区、２２０公園を整備
し、地域の方々の利用が増加したことや管
理にも意欲を持っていただくなど事業成果
は高いものと考えており、今後も着実に進
めたい。

可決した意見書

　市議会では、市政や市民生活に関わりの深い事柄について改善を求
める等のため、国や関係機関への意見書の提出や決議を行っています。
　今定例会では４件の意見書を可決しました。
　その件名をご紹介します。
学校施設や通学路におけるブロック塀等の安全性確保を求める意
見書
児童虐待防止対策のさらなる強化を求める意見書
水道施設の戦略的な老朽化対策を求める意見書
キャッシュレス社会の実現を求める意見書

○

○
○
○

9月28日に行われた市長への質疑の中から、いくつかの質疑と答弁の要旨を紹介します。9月28日に行われた市長への質疑の中から、いくつかの質疑と答弁の要旨を紹介します。

視覚障害（1級か2級）のある方に、市議会だよりの点字版、テキスト版CD
（※）、音声版CDなどを無料でお届けします。
※テキスト版CDの視聴は専用ソフトが必要です。

聴覚障害のある方が本会議の傍聴を希望する時は、要約筆記者や手話通訳
者の派遣先を紹介しています。お早めに（おおむね傍聴日の１か月前までに）お
問い合わせください。

お　知　ら　せ

【問い合わせ先】 市議会事務局総務課  ☎ 582-2621 　FAX 561-1021

【問い合わせ先】 市議会事務局政策調査課 ☎582-2632  FAX 582-2685

陳情「北九州市自転車の放置の防止に関する条例の一部
　　 改正について」ほか3件〈不採択〉
このほか、請願8件、陳情75件が継続審査になりました。

請願・陳情の
審議結果

年

。　
　
　
　
　
危
険
な
空
き
家
を
な
く
す

　
　
　
　
　
新
た
な
取
り
組
み
や
補
助

制
度
の
見
直
し
な
ど
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
現
在
の
取
り
組
み
状
況
と

　
　
　
　
　
し
て
、
区
役
所
で
相
談
を

受
け
る
体
制
を
整
え
る
と
と
も
に
、
納

税
通
知
に
適
正
管
理
を
お
願
い
す
る
チ

ラ
シ
を
同
封
し
啓
発
も
行
っ
て
い
る
。
特

に
、
老
朽
空
き
家
の
所
有
者
に
は
、
危

険
箇
所
の
是
正
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、

昨
年
度
は
、
危
険
度
・
緊
急
度
の
高
い

空
き
家
か
ら
優
先
的
に
対
応
す
る
た
め
、

除
却
補
助
の
制
度
の
見
直
し
を
行
っ
た
。

　
今
年
度
か
ら
は
、
空
き
家
の
管
理
や

活
用
を
推
進
す
る
た
め
、「
空
き
家
活

用
推
進
室
」
に
総
合
窓
口
を
設
置
し
、

取
り
組
み
体
制
を
強
化
し
た
。

　
民
間
で
も
、
空
き
家
の
管
理
サ
ー
ビ

ス
を
行
う
企
業
が
現
れ
、
弁
護
士
な
ど

の
専
門
家
で
構
成
さ
れ
た
「
北
九
州
空

き
家
管
理
活
用
協
議
会
」
で
は
、
市
民

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
相
談
会
を
開
催
し
、

今
年
度
は
、
相
談
案
件
を
解
決
す
る
人

材
の
育
成
に
取
り
組
む
。

　
他
都
市
の
先
進
的
な
事
例
研
究
を
は

じ
め
、
民
間
事
業
者
と
も
連
携
を
図
り

な
が
ら
空
き
家
対
策
を
進
め
た
い
。

　
　
　
　
　
香
り
の
害
（
香
害
）
へ
の

　
　
　
　
　
対
応
と
化
学
物
質
に
よ
る

環
境
リ
ス
ク
を
理
解
す
る
観
点
か
ら
化

学
物
質
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
す
べ

き
。

　
　
　
　
　
厚
生
労
働
省
で
は
「
香

　
　
　
　
　
害
」
に
つ
い
て
、
現
段
階

で
は
、
ど
の
よ
う
な
化
学
物
質
が
原
因

と
な
る
の
か
が
把
握
さ
れ
て
お
ら
ず
、

そ
の
病
態
に
つ
い
て
も
非
常
に
多
彩
で
あ

り
、
不
明
な
点
が
多
い
こ
と
か
ら
確
立

し
た
診
断
基
準
が
存
在
し
て
お
ら
ず
、

科
学
的
知
見
等
の
集
積
が
不
十
分
な
状

況
に
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
な
お
、
昨
年
度
、
本
市
に
寄
せ
ら
れ

た
「
香
害
」
に
つ
い
て
の
相
談
は
３
件
で
、

そ
の
内
容
は
全
て
柔
軟
剤
の
香
り
に
対

す
る
苦
情
で
あ
っ
た
。

　
本
市
で
は
、
生
活
環
境
に
関
す
る
総

合
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
、
平
成

１１
年
に
「
住
ま
い
と
健
康
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」
を
作
成
し
、
化
学
物
質
な
ど
様
々

な
有
害
物
質
に
よ
る
室
内
空
気
汚
染
対

策
と
し
て
、
十
分
な
換
気
の
確
保
な
ど

に
つ
い
て
記
載
し
て
い
る
。

　「
香
害
」
に
つ
い
て
は
、
関
係
業
界
の

自
主
的
な
取
り
組
み
や
国
の
動
向
を
見

な
が
ら
、
適
切
に
対
応
し
た
い
。

　
　
　
　
　
地
域
再
犯
防
止
推
進
モ
デ

　
　
　
　
　
ル
事
業
で
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
事
業
を
行
う
の
か
。

　
　
　
　
　
地
域
再
犯
防
止
推
進
モ
デ

　
　
　
　
　
ル
事
業
は
、
地
域
に
お
け

る
効
果
的
な
再
犯
防
止
対
策
の
あ
り
方

を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
平

成
３０
年
度
か
ら
３２
年
度
ま
で
の
法
務
省

の
委
託
事
業
で
あ
る
。

　
受
刑
者
の
う
ち
知
的
障
害
の
あ
る
人

は
、
全
般
的
に
出
所
し
て
か
ら
再
犯
に

至
る
ま
で
の
期
間
が
短
い
と
さ
れ
て
い
る
。

本
市
の
モ
デ
ル
事
業
で
は
、
軽
度
の
知

的
障
害
の
あ
る
人
に
対
し
て
、
拘
留
中

か
ら
、
弁
護
士
と
障
害
者
基
幹
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
面
会
し
、
障
害

特
性
や
必
要
な
支
援
内
容
を
把
握
す
る
。

釈
放
後
は
速
や
か
に
適
切
な
福
祉
サ
ー

ビ
ス
に
つ
な
ぎ
、
支
援
す
る
。

　
モ
デ
ル
事
業
の
着
実
な
実
施
を
通
じ
、

軽
度
の
知
的
障
害
等
の
あ
る
人
の
犯
罪

の
常
習
化
を
防
ぎ
、
出
所
者
の
自
立
支

援
を
行
う
自
立
準
備
ホ
ー
ム
な
ど
と
と

も
に
、効
果
的
な
再
犯
防
止
を
図
り
た
い
。

議

　員

市

　長
空
き
家
対
策

議

　員

市

　長

議

　員

市

　長

「
香
害
」
対
策

　本会議では、各会派から次の24人の議員
が質疑・質問を行いました。

（発言順。掲載記事の順番とは異なります。）
日本共産党
ハートフル北九州
公 明 党
日本共産党
公 明 党
自由民主党
自由民主党
ハートフル北九州
日本共産党
日本共産党
日本共産党
自由民主党
ハートフル北九州
ハートフル北九州
希望と未来
ふくおかネット
公 明 党
日本共産党
日本共産党
自由民主党
ハートフル北九州
公 明 党
公 明 党
自由民主党

藤　沢　加　代
森　　　浩　明
成　重　正　丈
田　中　光　明
渡　辺　　　徹
鷹　木　研一郎
佐　藤　　　茂
白　石　一　裕
山　内　涼　成
高　橋　　　都
柳　井　　　誠
奥　村　祥　子
奥　村　直　樹
大久保　無　我
村　上　さとこ
讃　井　早智子
本　田　忠　弘
出　口　成　信
藤　元　聡　美
上　野　照　弘
中　村　義　雄
金　子　秀　一
村　上　直　樹
吉　田　幸　正
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　こ
の
市
議
会
だ
よ
り
で
は
、本
会
議
で

の
質
疑・質
問
と
答
弁
の
要
約
し
た
も
の

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　詳
細
な
会
議
録
は
、12
月
上
旬
以
降
、市

立
文
書
館
、中
央
図
書
館
、門
司
・
小
倉

南・若
松・八
幡・八
幡
西・戸
畑
図
書
館
、

市
議
会
事
務
局
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　ま
た
、市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

11
月
中
旬
か
ら
会
議
録（
速
報
版
）が
掲
載

さ
れ
ま
す
。な
お
、会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム

で
の
閲
覧
は
、12
月
下
旬
頃
と
な
り
ま
す
。

本会議での質疑・質問と答弁議

　員

市

　長
平
成
２９
年
度
決
算
に
つ
い
て

議

　員

市

　長
東
ア
ジ
ア
文
化
都
市
の
選
定

議

　員

市

　長
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
工
事

1～3面

4面

本会議での質疑・質問と答弁

本会議での質問と答弁

可決した意見書 など

決算特別委員会の市長質疑での
質疑と答弁

主
な
内
容

写真提供 ： 新日鐵住金（株）八幡製鐵所（一般には非公開の施設です）

平成29年度
各会計決算
を認定！！

　9月定例会が9月6日から10月5日までの
30日間の会期で開かれました。
　市長から58件の議案が提出され、審議の
結果、すべての議案について原案のとおり
決定しました。また、議員から提出された議
案は12件で、うち4件を可決しました。

　
　
　
　
　
平
成
２９
年
度
決
算
の
特
色

　
　
　
　
　
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
２９
年
度
は
、
新
し
い
人
の

　
　
　
　
　
流
れ
を
つ
く
り
、
ま
ち
の

魅
力
を
創
出
・
発
信
し
、
本
市
へ
の
定

住
・
移
住
を
促
進
す
る
た
め
、「
住
み

よ
い
ま
ち
・
北
九
州
市
発
信
予
算
」を

キ
ャッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、「
５
つ
の
柱
」を

掲
げ
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
だ
。

　「
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ
く
り
、
女

性
や
若
者
が
定
着
す
る
ま
ち
の
創
出 

」

で
は
奨
学
金
の
返
還
を
支
援
す
る
「
未

来
人
材
支
援
事
業
」
を
創
設
し
た
。

　「
学
校
施
設
等
公
共
施
設
の
老
朽
化

対
策
の
推
進
」
で
は
、
学
校
施
設
の
大

規
模
改
修
や
外
壁
改
修
な
ど
を
最
重
点

で
実
施
し
た
。

　「
本
市
の
強
み
を
活
か
し
、
魅
力
あ

る
し
ご
と
を
創
出
」
で
は
、
介
護
ロ
ボ

ッ
ト
な
ど
の
導
入
実
証
を
行
っ
た
。

　「
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
こ

と
の
で
き
る
ま
ち
の
創
出
」
で
は
、
保

育
所
整
備
な
ど
待
機
児
童
対
策
を
推
進

し
た
。

　「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
の

創
出
」
で
は
、「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」
の
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
を
積

極
的
に
推
進
し
た
。

　
今
後
も
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
を
着
実
に
推
進
し
地
方
創

生
の
成
功
モ
デ
ル
都
市
を
目
指
し
た
い
。

　
　
　
　
　
提
案
概
要
と
今
後
の
展
開

　
　
　
　
　
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
２
０
２
０
年
の
「
東
ア
ジ

　
　
　
　
　
ア
文
化
都
市
」
の
誘
致
に

取
り
組
ん
で
き
た
が
、
８
月
に
本
市
で

の
開
催
が
決
定
し
た
。

　
今
回
の
提
案
の
概
要
で
は
、
テ
ー
マ

を
「
ア
ジ
ア
の
ア
ー
ツ
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
北

九
州
」、
コ
ン
セ
プ
ト
を
「
文
化
創
発
〜

多
様
な
ア
ー
ト
が
新
た
な
価
値
を
生
み

出
す
」
と
し
、
本
市
の
特
長
や
強
み
を

活
か
し
た
内
容
と
し
た
。

　
今
後
は
、
市
民
に
「
東
ア
ジ
ア
文
化

都
市
」
の
取
り
組
み
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

開
催
機
運
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
記
念

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
ま
た
、
芸
術
の
専
門
家
や
地
元
の
各

団
体
な
ど
芸
産
学
官
の
各
界
か
ら
参
画

い
た
だ
き
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
準
備

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
基
本
構
想
の
検

討
を
行
っ
て
い
く
。

　
地
元
の
文
化
・
芸
術
団
体
を
は
じ
め
、

市
民
と
一
丸
と
な
っ
て
「
東
ア
ジ
ア
文

化
都
市
」
の
事
業
開
催
が
本
市
の
レ
ガ

シ
ー
と
な
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
み
た

い
。

　
　
　
　
　
土
砂
災
害
対
策
の
補
助
対

　
　
　
　
　
象
事
業
の
要
件
見
直
し
と

予
算
拡
大
を
県
に
よ
り
強
く
要
求
す
る

べ
き
。

　
　
　
　
　
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
工
事

　
　
　
　
　
は
、
原
則
と
し
て
、
土
地

所
有
者
な
ど
が
適
切
に
行
う
べ
き
だ
が
、

一
定
の
要
件
に
合
致
す
る
も
の
は
、
法

律
に
基
づ
き
、
県
が
整
備
す
る
。
県
は
、

こ
れ
ま
で
本
市
の
８５
箇
所
で
事
業
を
完

成
さ
せ
、
今
年
度
も
１２
箇
所
で
事
業
を

実
施
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
も
、
県
に
対
す
る
提
案
書

の
最
重
点
項
目
と
し
て
、
事
業
の
新
規

採
択
の
拡
大
や
早
期
実
施
を
働
き
か
け
、

国
に
対
す
る
提
案
書
で
、
採
択
要
件
の

緩
和
な
ど
財
政
措
置
の
充
実
を
要
望
し

て
い
る
。
今
年
１０
月
に
行
う
県
へ
の
提

案
で
は
、
新
た
に
国
の
補
助
要
件
に
該

当
し
な
い
小
規
模
な
崩
壊
防
止
工
事
を

県
で
実
施
す
る
こ
と
な
ど
を
追
加
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

　
県
と
市
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
の

も
と
、
活
用
で
き
る
制
度
は
し
っ
か
り

活
用
し
、
土
砂
災
害
対
策
に
取
り
組
み

た
い
。

出
所
者
の
社
会
復
帰


